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教育活動 Educational Activities 

 

□学部 

 

■講義 

 

【薬理・毒性学】（必修―3 年前期Ⅰ：2 単位） 

  2011 年 4 月―5 月 

火曜日:9:00-12:10 

2011 年 

4 月 5 日    薬理学総論・循環薬理学 

 飯野正光（薬理 I） 

4 月 19 日    薬物間相互作用 

 鈴木洋史（薬剤部），伊藤晃成（薬剤部） 

4 月 26 日    中枢薬理学 

          三品昌美（薬理 II） 

5 月 10 日    毒性学概論（１） 

          遠山千春（疾患生命工学センター） 

5 月 17 日    循環器・生活習慣病領域の臨床試験およびゲノム解析につ 

いて 

山崎力（臨床疫学システム講座） 

森田啓行（22 世紀医療センター・健康医科学創造講座） 

5 月 24 日    薬のライフサイクルと調査研究 

          佐藤嗣道（薬剤疫学），久保田潔（薬剤疫学） 

5 月 31 日    毒性学概論（２） 

          渡辺知保（人類生態学） 

 

2012 年 4 月―5 月 

 火曜日：8:40-12:00 

2012 年 

        4 月 3 日    薬理・毒性学の基本 

遠山千春（疾病生命工学センター） 

 4 月 10 日    自律神経および循環薬理学 

          飯野正光（薬理 I） 

 4 月 17 日    薬物動態学の基礎（薬物速度論・薬物間相互作用） 

鈴木洋史（薬剤部），伊藤晃成（薬剤部） 
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4 月 24 日    中枢神経の薬理学，化学療法（抗生物質・抗腫瘍薬） 

掛山正心（疾患生命工学センター），北潔（生物医科学） 

5 月 8 日        循環器・生活習慣病領域の臨床試験およびゲノム解析につ 

いて 

山崎力（臨床疫学システム講座） 

森田啓行（22 世紀医療センター・健康医科学創造講座） 

 5 月 15 日    薬のライフサイクルと調査研究 

          佐藤嗣道（薬剤疫学），久保田潔（薬剤疫学） 

5 月 22 日    毒性発現/薬害と公害 

渡辺知保（人類生態学） 

 

 

【環境工学・人間工学】（選択―4 年前期Ⅰ：2 単位） 

  2011 年 4 月―5 月 

   木曜日：9:00-12:10 

    2011 年 

4 月 7 日    ナノテクノロジーが拓く未来医療 

西山伸宏（疾患生命工学センター） 

4 月 14 日    生物・ヒトの生存戦略と未来環境 

          磯山隆（医用生体工学） 

4 月 21 日    空間解析と空間心理工学 

          浅見泰司（空間情報科学研究センター） 

4 月 28 日     Ecological Momentary Assessment の臨床応用 

          吉内一浩（ストレス防御・心身医学/心療内科） 

5 月 12 日    環境工学におけるリスク管理 

          福士謙介（サステイナビリティ学連携研究機構） 

5 月 19 日    土壌・地下水の汚染と浄化 

          栗栖太（水環境制御研究センター） 

 

  2012 年 4 月―5 月 

   木曜日：8:40-12:00 

    2012 年 

4 月 5 日     ナノテクノロジーが拓く未来医療 

          西山伸宏（疾患生命工学センター） 

 4 月 19 日     Ecological Momentary Assessment の臨床応用 

            吉内一浩（ストレス防御・心身医学/心療内科） 
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        4 月 26 日     生物・ヒトの生存戦略と未来環境 

磯山隆（医用生体工学） 

        5 月 10 日     空間解析と空間心理工学 

                   浅見泰司（空間情報科学研究センター） 

        5 月 17 日     環境工学におけるリスク管理 

                   福士謙介（サステイナビリティ学連携研究機構） 

5 月 24 日     土壌・地下水の汚染と浄化 

           栗栖太（水環境制御研究センター） 

 

 

【環境保健学】（選択―3 年後期Ⅰ：2 単位） 

  2011 年 10 月―12 月 

   金曜日：9:15-12:10 

    2011 年 

10 月 21 日    環境保健学総論 

渡辺知保（人類生態学） 

10 月 28 日 大気汚染とその健康影響 

          新田裕史（国立環境研究所） 

11 月 4 日    環境有害化学物質の毒性発現メカニズムと健康リスク 

評価 

大迫誠一郎（疾患生命工学センター） 

11 月 11 日 職場環境における化学物質による中毒とその予防につ 

いて 

 吉田稔（八戸大学） 

11 月 18 日 環境リスクアセスメント論/疾病適応論・マラリアを題 

材にして 

中澤港（群馬大学医学部） 

12 月 2 日    人と自然の共生からみた地域生態系健康論 

          本郷哲郎（山梨県環境科学研究所） 

 

2012 年 10 月―11 月 

金曜日：8:40-12:00 

2012 年 

10 月 19 日    環境保健学総論 

          渡辺知保 （人類生態学） 

10 月 26 日  環境有害化学物質の毒性発現メカニズムと健康リスク 
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評価 

 大迫誠一郎（疾患生命工学センター） 

11 月 2 日 大気汚染とその健康影響 

新田裕史（国立環境研究所） 

11 月 9 日 人と自然の共生からみた地域生態系健康論 

本郷哲郎（山梨県環境科学研究所） 

11 月 16 日 職場環境における化学物質による中毒とその予防に 

ついて 

 吉田稔（八戸大学） 

11 月 30 日 環境リスクアセスメント論/疾病適応論・マラリアを題材 

にして 

中澤港（神戸大学） 

 

 

【生理学】（必修―2 年後期Ⅱ：2 単位） 

2011 年 11 月－2012 年 1 月  担当：佐々木誠一（茨城県立医療大学） 

 月曜日：13:00-16:10 

 2011 年 

11 月 28 日 生理学の基礎，呼吸 

  12 月 5 日    血液と循環 

  12 月 12 日 消化と吸収，腎臓の機能 

        12 月 19 日 内分泌，生殖 

    2012 年 

1 月 16 日    神経，シナプスと筋 

  1 月 30 日    神経系，感覚 

 

2012 年 11 月―2013 年 1 月  担当：佐々木誠一（茨城県立医療大学） 

 月曜日：13:00-16:20 

2012 年 

12 月 3 日  生理学の基礎，呼吸，血液と循環 

12 月 10 日  消化と吸収，腎臓の機能，内分泌 

2013 年 

1 月 7 日  生殖，神経，シナプスと筋 

1 月 28 日  神経系，感覚 
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【人類生態学】（必修―3 年前期Ⅱ：2 単位） 

  2011 年 5 月―7 月  担当：渡辺知保，梅崎昌裕 

   火曜日：9:00-12:10 

    2011 年 

5 月 31 日 人間生態系とは何か／適応の捉え方 

6 月  7 日 栄養の生態学的理解 

6 月 14 日 疾病の生態学的理解 

6 月 21 日 行動と活動の把握と生態学 

6 月 28 日 再生産／生物学的人口学 

7 月 5 日  適応手段としての化学物質 

7 月 12 日 都市の生態学／サステナビリティ 

 

2012 年 5 月―7 月  担当：渡辺知保，梅崎昌裕 

 火曜日：8:40-12:00 

2012 年 

 5 月 29 日  人間生態系とは何か／適応のとらえかた 

 6 月 5 日  栄養の生態学的理解 

 6 月 12 日  疾病の生態学的理解 

 6 月 19 日  行動と活動の把握と生態学 

 6 月 26 日  再生産／生物学的人口学 

 7 月 3 日  適応手段としての化学物質 

 7 月 10 日  都市の生態学／サステナビリティ 

 

【医療人類学】（選択―3 年前期 I・Ⅱ：2 単位） 

  2011 年 4 月―7 月  担当：梅崎昌裕，田所聖志，卯田宗平 

   金曜日：16:20-17:50 

    2011 年 

4 月 22 日 オリエンテーション・問題整理①（胃ろうについて） 

5 月 6 日  映像教材 

5 月 13 日 発表・討論①（胃ろうについて） 

5 月 20 日 問題整理②（身体観と健康行動・医療行動の関係） 

5 月 27 日 発表・討論②（身体観と健康行動・医療行動の関係） 

6 月 3 日  問題整理③（自文化中心主義と文化相対主義） 

6 月 10 日 発表・討論③（自文化中心主義と文化相対主義） 

6 月 17 日 問題整理④ 

6 月 24 日 発表・討論④ 



6 

 

7 月 1 日  発表・討論⑤ 

7 月 8 日  発表・討論⑥ 

7 月 15 日 まとめ 

11 月 19―20 日 フィールド実習  

場所：千葉県安房郡鋸南町周辺 

 

 2012 年 4 月―7 月  担当：梅崎昌裕，田所聖志，卯田宗平 

   金曜日：16:40-18:10 

    2012 年 

4 月 13 日 オリエンテーション 

4 月 20 日  ①概念を定義してテキストを読み解く： 

「胃ろう」にまつわる問題の整理 

4 月 27 日  発表・議論 

5 月 11 日  ②「身体観」と健康行動・医療行動：現代医療の限界 

5 月 18 日  発表・議論 

5 月 25 日  ③「自己の評価」と「他者の評価」 

6 月 1 日  発表・議論 

6 月 15 日  ④「リスク」の解釈と実践をめぐる非合理性について 

6 月 22 日  発表・議論 

6 月 29 日  ⑤Actor-based approach で捉える人間の行動 

7 月 6 日  医療人類学の応用（札幌医科大学・道信良子先生） 

7 月 13 日  まとめ① 

7 月 20 日 まとめ② 

7 月 24-25 日 フィールド実習 

  場所：千葉県鴨川市周辺 

 

 

【人口学】（選択―3 年後期Ⅱ：1 単位） 

2011 年 12 月―2012 年 1 月  

担当：梅崎昌裕，末吉秀二（吉備国際大学社会学部），中澤 港（群馬大学医学部） 

   月曜日：16：20-17：50 

    2011 年 

12 月 5 日 形式人口学（１）人口構造の分析 

12 月 12 日 形式人口学（２）出生力の分析 

12 月 19 日 形式人口学（３）死亡率の分析 

2012 年 
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1 月 16 日 アラブ・イスラム社会の出生規範：ヨルダンの事例 

1 月 23 日 数理モデルによる人口分析 

1 月 30 日 途上国の人口問題 

 

2012 年 12 月―2013 年 1 月  

担当：梅崎昌裕，小西祥子，末吉秀二（吉備国際大学社会学部），中澤 港（群馬

大学医学部） 

   月曜日：16：40-18：10 

    2012 年 

12 月 3 日 形式人口学（１） 

12 月 10 日 形式人口学（２） 

12 月 17 日 アラブ・イスラム社会の出生規範：ヨルダンの事例 

2013 年 

1 月 21 日 日本の人口問題（１） 

1 月 28 日 日本の人口問題（２） 

2 月 4 日  途上国の人口問題 

 

 

■実習 

  2011 年 6 月 

    環境保健学実習（選択―4 年前期Ⅱ：2 単位） 

  2012 年 6 月 

    環境保健学実習（選択―4 年前期Ⅱ：2 単位） 

2011 年 10 月 

    保健学実験・検査法実習：「環境化学」（必修―3 年前期Ⅲ：3 単位） 

  2012 年 10 月 

    保健学実験・検査法実習：「環境化学」（必修―3 年前期Ⅲ：3 単位） 
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■原書購読 

2011 年 

該当なし 

 

2012 年 

梅崎昌裕 

Text: McDade TW, Reyes-Garcia V, Blackinton P, Tanner S, Huanca T, Leonard 

WR (2007) Ethnobotanical knowledge is associated with indices of child health in 

the Bolivian Amazon. Proceedings of the National Academy of Sciences 104 (15): 

6134-6139. 

 

渡辺知保 

Text: Walker VR, Jefferson WN, Couse JF, Korach KS (2012) Estrogen Receptor-α 

Mediates Diethylstilbestrol-Induced Feminization of the Seminal Vesicle in Male 

Mice. Environmental Health Perspectives 120(4): 560-565. 
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□大学院 

 

■講義 

【Human Ecology I（人類生態学特論Ⅰ）】 

  May to June, 2011, Friday 9:30-12:00 

May 13       Special Lecture “Health Research in Papua New Guinea” 

(10:00-13:00)      P. Siba, A. Greenhill, P. Horwood 

（Papua New Guinea Institute of Medical Research） 

May 20     Concept of Human Ecology 

C. Watanabe 

May 27        EcoHealth Approach in International Health 

K. Moji (Research Institute for Humanity and Nature) 

June 3         Methods in Environmental Health 

C. Watanabe 

June 7         Methods for Nutritional Survey 

 (Tuesday, 10:40-12:10)   M. Umezaki 

June 10        Methods for Behavioral Survey 

Methods for Demographic Survey 

M. Umezaki 

June 14        Applying Biomarker Methods in Field Research 

 (Tuesday, 10:40-12:10)   S. Konishi 

June 17        Sustainability and Health 

M. Umezaki, C. Watanabe 

 

May to July, 2012, Friday 9:30-12:00 

May 7          Introduction of Human Ecology 

Ecology of diseases 

C. Watanabe 

May 14         Special lecture "International Health and Human Ecology" 

K. Moji (Research Institute for Humanity and Nature) 

May 21         Biomarkers and health/environmental risks 

C. Watanabe 

May 28         Cities, urbanization and health 

      C. Watanabe 

June 11         Dietary survey 

    M. Umezaki 
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June 18         GIS use in health sciences, Demographic survey  

M. Umezaki 

July 2          Sustainability and health  

C. Watanabe 

Human Ecology Research Design  

M. Umezaki 

 

【Human Ecology II（人類生態学特論Ⅱ）】 

November, 2011, Wednesday 10:00-16:00 (with lunch break) 

November 2     “The Taiwan Crisis: A Showcase of Global Arsenic Problem. 

(Arsenic in the Environment, Vol. 3) J.-S. Jean et al., CRC 

Press, 2010 [reading assignment]  

S. Himeno (Tokushima Bunri University)  

November 9      “Heavy metals in our environment --- Exposure, health risk 

 and source apportionment” [lecture] 

J. Yoshinaga (Graduate School of Frontier Sciences) 

November 16    “Human-Chimpanzee interfaces in the West African  

landscape: Evolution, zoonoses, and conservation” [lecture] 

G. Yamakoshi (Kyoto University)  

November 30    “Modernization and Health” [reading assignment] 

T. Inaoka (Saga University)  

 

October to November, 2010, Wed 10:00-16:00 (with lunch break) 

October 27      “Human-Chimpanzee interfaces in the West African landscape: 

 Evolution, zoonoses, and conservation” [lecture] 

G. Yamakoshi (Kyoto University) 

November 10   “The Taiwan Crisis: A Showcase of Global Arsenic Problem. 

 (Arsenic in the Environment, Vol. 3) J.-S. Jean et al., CRC 

 Press, 2010 [reading assignment] 

S. Himeno (Tokushima Bunri University)  

       November 17    “Heavy metals in our environment --- Exposure, health risk 

 and source apportionment” [lecture] 

J. Yoshinaga (Graduate School of Frontier Sciences)  

November 24    “Case studies in global health: millions saved” by Ruth Levine, 

 2007 (Jones & Bartlett Learning) [reading assignment] 

T. Inaoka (Saga University)  
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□論文 

 

■卒業論文  Graduation Theses 

 

2011 年度 

 

該当なし 

 

2012 年度 

 

井上雄太     中山間地域における民間療法の役割と住民の医療対処行動 

 

濵松由莉     東日本大震災が日本人の再生産行動・出生性比に与えた影響 

 

松野佑真     バングラデシュ集団における無機ヒ素暴露による酸化ストレスと血漿 

中セレンとの関連 

 

■修士論文  Master’s Theses 

 

2011 年度 

 

Alan Eduardo Riquelme Castillo  チリ中央部における季節農業労働者の生活習慣に見る 

心血管疾患スク要因 

Cardiovascular Risk Factors in Relation to Lifestyle 

among Seasonal Farm Workers in Central Chile 

 

Li Dandan    中国・海南島に居住する子ども及び成人の全血中 C 反応性タンパク濃 

         度に影響する要因について 

         Predictors of C-Reactive Protein (CRP) among Children and Adults 

 in Hainan Island, China 

 

Nicole Pei Hsiuan Chou タイの一工業団地近隣居住者におけるボトル入り飲料水の利用と

糖代謝に関わるバイオマーカーとの関連 

Association of bottled water usage with biomarkers related to 

glucose metabolism among Thai residents living in the vicinity 

of an industrial estate 
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山下彩香 フィリピン国ベンゲット州ルネタ村における小規模金採鉱者の生存戦略 

Survival strategies of small-scale gold miners in Luneta, Benguet, 

Republic of the Philippines 

 

2012 年度 

 

小坂理子     豪雪地帯における身体活動と近隣環境：雁木通りの役割 

Physical Activity and Neighborhood Environment in Heavy 

Snowfall Areas: The Roles of “Gangi-dori” 

 

平田千幸     インドネシア西ジャワ州スンダ農村における食物摂取と身体活動の 

研究 

         Study on Food Intake and Physical Activity Pattern of Sundanese 

 villagers in West Java, Indonesia 

 

矢澤亜季  中国海南島少数民族コミュニティにおける生活様式の変容が“ストレ 

ス”に及ぼす影響 

Impacts of Lifestyle Changes on “Stress” in Minority Populations in 

Hainan Island, China 

 

Ser Ping Han バングラデシュにおける妊娠期のヒ素曝露による妊婦および小児の免

疫状態の分析 

Effects of arsenic exposure during pregnancy on maternal and infant 

immunoglobulin G levels in Bangladesh 

 

 

■博士論文  Doctoral Dissertations 

 

2011 年度 

 

該当なし 

 

2012 年度 

 

Nayar Sultana 無機ヒ素に曝露されたバングラデシュ集団における性と遺伝多型が無
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機ヒ素代謝と酸化ストレスに及ぼす影響 

Influence of gender and genetic polymorphisms on inorganic arsenic 

metabolism and oxidative stress among arsenic-exposed 

Bangladeshi Population 
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研究業績 Research Activities 

 

□原著論文  Original Articles 

 

Bagrowicz R, Umezaki M, Watanabe C. Is Obesity Contagious by Way of Body Image? A 

Study on Japanese Female Students in the United States. Journal of Community 

Health (in press). 

 

Comber A, Umezaki M, Zhou R, Ding Y, Li Y, Fu H, Jiang H W, Tewkesbury A (2012) 

Using shadows in high-resolution imagery to determine building height. Remote 

Sensing Letters 3(7): 551-556. 

 

Furusawa T, Furusawa H, Eddie R, Tuni M, Pitakaka F, Aswani S (2011) Communicable 

and non-communicable diseases in the Solomon Islands villages during recovery from a 

massive earthquake in April 2007. The New Zealand Medical Journal 124(1333):17-28. 

 

Honda A, Watanabe C, Yoshida M, Nagase H, Satoh M (2013) Microarray analysis of 
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ラカルナパ・クライチャット, 渡辺知保．タイ工業団地周辺住民が自宅で使い分ける水の水

質分析. 第 82 回日本衛生学会総会．2012 年 3 月 24-26 日, 京 都. 

 

矢澤亜季，梅崎昌裕，井上陽介，李丹丹，杜 建偉，渡辺知保．市場経済化の浸透による生

活環境の変化とその心理ストレスへの影響 －中国海南省少数民族コミュニティにおける

事例－．第 77 回日本民族衛生学会総会．2012 年 11 月 16 日，東京． 

 

安本晋也, Andrew Jones, 清水千弘. Environmental Equity of Park Accessibility in 

Japan: Role of park providers and market mechanisms. 第 13 回 Market Quality 

Workshop.  2013 年 3 月 4 日, 京都大学. 

 

 

 

□受賞  Awards 

 

該当なし 
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競争的資金の獲得  Research Funds 

 

□政府系競争資金  National Research Funds 

 

基盤研究（B）（一般）「無機砒素毒性発現における性差の機序と毒性学的意義の解明」（代

表：渡辺知保, 連携：清水華）2011-2013 年度 

 

日本学術振興会特別研究員奨励費「中国海南省農村部コミュニティにおける《都市的なる

もの》の拡がりと健康影響」（代表：井上陽介）2011-2012 年度 

 

日本学術振興会特別研究員奨励費「中国海南島少数民族コミュニティーにおける都市化に

よる健康影響の多様性」（代表：矢澤亜季）2013-2015 年度 

 

若手研究（B）「喫煙が日本人女性の再生産機能の老化に及ぼす影響」（代表：小西祥子）

2011-2014 年度 

 

若手研究（B）「妊娠中の感染と低栄養が引き起こす胎児のエピジェネティク変化に関する

研究」（代表：清水華）2010-2012 年度 

 

 

■その他の省庁の科学研究費補助金 

 

最先端・次世代研究開発支援プログラム（内閣府）「パアニューギ高地人がサツマイモを食

べて筋肉質になるのはなぜか」（代表：梅崎昌裕）2010 -2013 年度 

 

東京大学 AGS 研究会研究助成「高齢化するアジア人口の将来：持続可能な対応方策はある

か」（代表：梅崎昌裕, 分担：渡辺知保）2012 年度 

 

文部科学省 気候変動適応研究推進プログラム「大気環境物質のためのシームレス同化シ

ステムの構築とその応用（SALSA）」（分担：渡辺知保，代表：中島映至＜東京大学＞）

2010-2014 年度 

 

文部科学省 環境技術等研究開発推進事業費補助金（グリーン・ネットワーク・オブ・エ

クセレンス（GRENE）環境情報分野）「気候，土地利用，人口の変化が引き起こす新たな

健康リスクの予測モデル構築とその検証に関する研究基盤形成」（代表：渡辺知保）

2011-2013 年度 
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□民間財団の研究助成 

 

公益法人総合健康推進財団助成「高齢期の身体活動量を促進する地域環境要因に関する研

究」（代表：森田彩子）2013 年 1 月-12 月 

 

ファイザーヘルスリサーチ振興財団国際共同研究助成「ポスト人口転換期におけるオプテ

ィマルな対処方策の検討」（代表：梅崎昌裕）2012 年 11 月-2014 年 3 月 
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人類生態学研究会 Meetings on Human Ecology 

 

第 25 回（2011 年 7 月 2 日） 於 教育研究棟 13 階第 5 セミナー室 

 

井上 陽介（人類生態学教室） 

 中国海南省農村部コミュニティにおける市場経済化の浸透と健康 

 

小西 祥子（人類生態学教室） 

 フィールド調査に適したステロイドホルモン測定方法の妥当性の検討 

 

末吉 秀二（吉備国際大学）・大塚 柳太郎（自然環境研究センター） 

父親の名前をとおした血族関係の家系人口研究：南部ヨルダンの高出生力アラブ集団の事

例 

 

河辺 俊雄（高崎経済大学） 

 ギデラの暮らし・伝統文化・自然環境 

 

 

第 26 回（2012 年 7 月 14 日） 於 教育研究棟 13 階第 5 セミナー室 

 

Tasmin, Saira（人類生態学教室） 

Delta-Aminolevulinic Acid Dehydratase(ALAD) polymorphism in lead exposed 

Bangladeshi children and its effect on urinary Aminolevulinic Acid (ALA) 

 

古澤 華（人類生態学教室） 

 スンバ人の生存と共生 

 

安髙 雄治（関西学院大学） 

 マダガスカル南西部の自然保護区拡張における問題と展望 

 

門司 和彦・蒋 宏偉（総合地球環境学研究所） 

 エコヘルス：健康と環境への人類生態学的接近 
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教室員一覧 Department Members 

 

名誉教授 

鈴木継美        （2008 年5 月ご逝去） 

大塚柳太郎 

 

教 授 

渡辺知保 

 

准教授 

梅﨑昌裕 

 

非常勤講師 

佐々木誠一       茨城県立医療大学 

中澤 港         神戸大学大学院保健学研究科 

吉田 稔         八戸大学人間健康学部 

新田裕史        国立環境研究所 

本郷哲郎        山梨県環境科学研究所 

末吉秀二        吉備国際大学社会学部 

門司和彦        総合地球環境学研究所 

姫野誠一郎       徳島文理大学薬学部 

稲岡 司         佐賀大学農学部 

山越 言         京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 

 

助 教 

古澤華 

小西祥子 

 

  特任講師（グローバル 30） 

    Stickley, Andrew 2012.4- 

 

特任助教（最先端・次世代） 

    冨塚江利子 

    森田彩子 
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特任助教（グローバル 30） 

    田所聖志 

 

  特任助教（MEXT GRENEプロジェクト） 

    安本晋也 2013.4- 

 

  特任助教（UEHAS） 

    井上陽介 2013.5- 

 

  特任研究員／客員研究員／特別研究学生 

Parajuli, Rajendra Prasad 2013.5- 

吉澤剛士 

猪飼 桂  

 

サポートスタッフ 

高橋絵実 

大和田昌代 ［最先端・次世代］ 

太田玲子 ［最先端・次世代］ 

藤森美佳 -2013.3 

新杉知沙 2013.6- 

 

博士課程大学院生 

Tasmin, Saira 

小坂理子 

新城梨奈子 

矢澤亜季 

 

修士課程大学院生 

Begum, Mumtaz 

Chou, Nicole Pei Hsiuan 

Ferdosi, Kabir Ayesha 

Fillman, Jennifer Tokiko 

Li, Dan-dan 

Riquelme, Alan Eduardo Castillo 

Ser, Ping Han 

井上雄太 
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陳 少明 

濱松由莉 

松野佑真 

平田千幸 

山下彩香 
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